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環境対策車への更新と普及を促進する決議 

 

狭山市は、大手自動車メーカーやその関連企業・並びに多くの企業

が所在することにより多大な恩恵を受け、その税収により先進的な事

業を積極的に推進することができた。 

これまで市内の企業には、福祉・スポーツ・まちづくりに至るまで

多様な市民生活に寄与する活動をされているだけでなく、狭山市が目

指す「緑と健康で豊かな文化都市」の発展の礎を築く原動力となって

いる。 

今日、百年に一度の世界的な経済危機が伝えられるなか、日本の基

幹産業である自動車産業は、かつて経験したことのない生産調整と事

業の縮小に見舞われている。この様なときにこそ、地産地消を奨励し、

狭山市は共に発展してきた市内産業を応援することが、狭山市の更な

る発展に繋がるものと確信するものである。 

環境問題が世界的な課題になっている中、優秀な燃費性能を誇る新

型ハイブリット車を発売するなど永年にわたり地球環境の研究に力を

注ぐ世界的な自動車メーカーもあり、その使命と役割を果たしてきて

いる。 

 

以上のような状況を鑑み狭山市議会は、以下決議する。 

 

記 
 

１．狭山市の保有する車両については環境対策車への更新に努めるこ

と。 

２．地球環境問題への取り組み、ＣＯ２削減の見地から市内における

環境対策車の普及を促進すること。 
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